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１１月２５日、２６日に鹿児島県で２回目となる『みちづくし』を薩摩川内市国際交流センターで開
催しました。九州各県から約３６０名の道守会員と行政関係者が一堂に会し道守活動の現状報告と
行政との連携をテーマとしてパネルディスカッションを行いました。
また、日頃の道守活動において功績を讃えるため各県道守会議の６名と１団体の表彰式を執り行

いました。
交流会は、地元の陽成小学校１３名の元気な「はんや踊り」で幕を開け、地元の鹿児島純心女

子大学の放送研究会所属、伊集院さんの司会によりプログラムは進みました。
交流集会では、地元の子ども達による「薩摩おどり太鼓」が披露され、道守会員の活動を讃え

る『口上』を述べられ、会場にいる会員達に感動を与えてくれました。
現地体験学習会は２コースをそれぞれ薩摩川内市の協力を得て、つつがなく無事、廻ることが

でき有意義な２日間となりました。
また『みちづくし』開催に向けて各方面の方々へのご協力を頂き、この場をお借りしまして、簡

単ではございますが、お礼申し上げます。








